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２
０
２
２
年
度

古
典
Ｂ

第
７
回
ス
ク
ー
リ
ン
グ
資
料

俳
諧

春
夏
秋
冬

一
、

誤
字
に
注
意
！

諧
「
階
」
と
し
な
い
こ
と
。

誤
読
に
注
意
！

発
句
（
ほ
っ
く
）

※
切
れ
字
※

「
け
り
」
…
詠
嘆
を
表
し
ま
す
。
慣
用
句
に
「
決
着
を
つ
け
る
」
「
結
末
を
迎
え
る
」
意
味
の
「
け
り
を
つ
け
る
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
俳
句
や
短
歌
に
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
を
つ
け
て
締
め
く
く
る
と
こ
ろ
か
ら
で
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

貞
門
俳
諧
…
松
永
貞
徳

談
林
俳
諧
…
西
山
宗
因

蕉
風
俳
諧
…
松
尾
芭
蕉

中
興
俳
諧
…
与
謝
蕪
村

文
化
文
政
期
の
俳
諧
…
小
林
一
茶

〈
参
考
〉
月
並
俳
句
…
正
岡
子
規
の
批
判
は
、
江
戸
末
期
の
俳
諧
が
、
俗
受
け
を
ね
ら
っ
て
模
倣
と
言
回
し
の
工
夫
に
終
始
し
、
類
型
に

陥
っ
て
い
た
か
ら
と
さ
れ
る
。

焦
門
十
哲

宝
井
其
角
（
た
か
ら
い

き
か
く
）
蕉
門
第
一
の
高
弟
。

服
部
嵐
雪
（
は
っ
と
り

ら
ん
せ
つ
）
其
角
と
な
ら
ん
で
蕉
門
の
双
璧
を
な
す
。

内
藤
丈
草
（
な
い
と
う

じ
ょ
う
そ
う
）

向
井
去
来
（
む
か
い

き
ょ
ら
い
）
別
荘
「
落
柿
舎
」
を
所
有
。

森
川
許
六
（
も
り
か
わ

き
ょ
り
く
）
画
の
名
人
で
芭
蕉
に
画
を
教
え
る
。

杉
山
杉
風
（
す
ぎ
や
ま

さ
ん
ぷ
う
）
芭
蕉
の
経
済
的
支
援
者
。

各
務
支
考
（
か
が
み

し
こ
う
）

立
花
北
枝
（
た
ち
ば
な

ほ
く
し
）
「
奥
の
細
道
」
道
中
の
芭
蕉
と
出
会
い
入
門
。

越
智
越
人
（
お
ち

え
つ
じ
ん
）
「
更
科
紀
行
」
の
旅
に
同
行
。

志
太
野
坡
（
し
だ

や
ば
）
芭
蕉
の
遺
書
を
代
筆
。

二
、
「
雪
月
花
」
の
句

卯
木
…
卯
月
（
旧
暦
四
月
…
夏
の
初
め
）

「
浮
き
世
」
の
句

井
原
西
鶴
『
好
色
一
代
男
』
、
『
世
間
胸
算
用
』

「
奈
良
七
重
」
の
句

全
て
漢
字
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
「
な
ら
し
ち
へ
し
ち
だ
う
が
ら
ん

や
へ
ざ
く
ら
）

「
月
や
霰
」
の
句

上
田
秋
成
『
雨
月
物
語
』

◎
レ
ポ
ー
ト
に
出
て
く
る
全
て
の
句
に
つ
い
て
、
（
１
）
俳
人
名
（
人
名
は
読
み
書
き
と
も
に
で
き
る
こ
と
）
、
（
２
）
季
語
、
（
３
）
季
節
を
覚

え
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

短歌も俳句も

５と７という素数の組み合わせ。

５＋７＋５（俳句） ＝１７も素数

５＋７＋５＋７＋７（短歌）＝３１も素数

素数が何故、日本人の耳に心地よいのか、

不思議ですね。数学の先生にも尋ねてみてくだ

さい。 通信欄の俳句も必ず作ること！

作っていなければ、「再提出」

とします。


